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Ⅰ はじめに
教員養成大学において，卒業後の教職現場を想定した力を身に付けさせるために「模擬授
業」などの実践的な学修を取り入れることが求められるようになって久しい。また，多くの自
治体が実施する教員採用試験においても，模擬授業が選考試験の一環として取り入れられるよ
うになった。大学における模擬授業では，実践的な「授業力」を育成することを目的としてお
り，これらは大阪府教育センター（2011）が概念化した「授業を計画，構想，展開する力」
「児童生徒理解・学習集団づくりの力」「教材を開発，解釈する力」「授業を分析，評価する
力」を育成することにつながると考える。本学においても，教科指導法等の講義において積極
的に模擬授業が位置付けられ，著者が担当する講義「理科指導法Ⅰ」でも，模擬授業を取り入
れてきた。しかし，本講義の受講生は毎年約70名前後であり，学生全員を模擬授業に取り組ま
せるためには，相応の工夫が必要である。
一方，国内では初等中等教育をはじめ，大学教育の現場においても生徒及び学生が主体とな
り学びを進める「アクティブ・ラーニング」を取り入れた授業及び講義が求められている。学
生が行う模擬授業を取り入れた学習形態は，間違いなくアクティブ・ラーニングとなり得るが，
単に学生が取り組めば良いのではなく，より主体的に模擬授業に取り組むことで，本当のアク
ティブ・ラーニングとなり，模擬授業の質も高くなるのではないかと考えた。
著者は2014年度から理科指導法Ⅰを担当している。これまでの3年間，大人数で実施する指
導法の講義において，学生達がより主体的に取り組み，より効果的な学習となる模擬授業のあ
りかたを模索してきた。本稿では，その経過を報告すると共に，2016年度の理科指導法Ⅰにお
いてどのように模擬授業に取り組ませ，学生達にどのような変化があったのかを検討する。
Ⅱ 理科指導法Ⅰの概要
1 科目の位置付け
本講義は，小学校教員免許状第1種を取得するために，教育職員免許法に規定する教育職員
免許状授与の所要資格を得させるため教育課程に設置された科目のうち，教育課程の意義及び
編成の方法に関する科目として設定されており，本学においては，免許取得の必修科目である。
北翔大学教育文化学部紀要第2号 平成29年1月
Bulletin of Hokusho University 2017 January
School of education and culture department No．2
本学では第1学年で履修する理科概論において小学校理科の目的及び内容について学び，第2
学年に履修する理科指導法Ⅰにおいて，理科を指導するうえで必要な授業の組立てや指導のポ
イントについて学ぶ。これらの科目は教育学科の初等教育コース専門科目となっており，上位
学年では，さらに発展した内容を扱う理科指導法Ⅱ・Ⅲが設定されている。理科指導法Ⅱでは，
理科の指導に必要な観察実験のスキルを身に付けさせることを目的としており，理科指導法Ⅲ
では，観察実験の具体的な指導場面を想定した指導技術の向上を目的としている。なお，2014
年度の受講生は大学改組前の生涯学習システム学部学習コーチング学科の学生であるが，基本
的な位置づけは変わっていない。
2 理科指導法Ⅰのシラバス
本講義（2016年度）のシラバスを以下に抜粋する。第1回～第9回まで理科の授業づくりに
必要な視点や考え方について学んだ上で，5回の模擬授業に取り組ませる。
（1）授業の目的
ね ら い：理科教育の理念と今日的な課題を理解し，小学校における授業の組立や展開の基
本を，実際の授業を想定して学びます。特に模擬授業を通して，観察や実験の指
導方法について学びます。
到達目標：（1）理科教育の理念と今日的な課題についての理解ができる。
（2）小学校理科教育の目標と内容及び単元構成が説明できる。
（3）指導計画の作成の手順や内容の取り扱いにおける配慮事項が説明できる。
（4）身近な自然の素材研究の方法を理解し，簡単な自作教具を作ることができ
る。
（5）子供の側に立った授業を構想し，理科学習指導案を作成することができる。
（2）授業の計画
第1回：学習指導要領から学校教育における理科の理念と，小学校理科における今日的な課
題について学ぶ。
第2回：各学年で行う問題解決の活動と，科学的な見方や考え方の構築について学ぶ。
第3回：各学年の目標と内容及び単元構成について学ぶ
第4回：各区分の内容の関連性を整理し，小・中の系統性を重視した理科指導の実際につい
て学ぶ。
第5回：指導計画の作成を実際に行い，学習指導要領に示された内容の取扱について学ぶ。
第6回：学習指導の方法を分類し，その類型と特色について学ぶ。
第7回：理科の授業と評価の在り方について学ぶ。
第8回：身近な素材や自作の教材を活用した理科指導について学ぶ。
第9回：実践例を通して小学校理科授業における注意点や課題を学ぶ。
第10回：グループ毎に理科学習指導案の発表と模擬授業を行い，授業評価を行う①。
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第11回：グループ毎に理科学習指導案の発表と模擬授業を行い，授業評価を行う②。
第12回：グループ毎に理科学習指導案の発表と模擬授業を行い，授業評価を行う③。
第13回：グループ毎に理科学習指導案の発表と模擬授業を行い，授業評価を行う④。
第14回：グループ毎に理科学習指導案の発表と模擬授業を行い，授業評価を行う⑤。
第15回：本講義の内容を振り返り，まとめと確認を行う。
Ⅲ 模擬授業のこれまでの経過
1 2014年度
（1）模擬授業の実施方法
2014年度は前述の通り，学習コーチング学科としての開講科目であり，著者が担当した初年
度であった。本講義の前担当者から内容等を引き継ぎ，他の教科における指導法で実施してい
る模擬授業の実施方法などを参考にした。また，「理科」という教科の特性から，観察・実験
を模擬授業に取り入れること，実験室の都合により一度に実験を行える人数（約24人）に限界
があることなどの条件を考え，次のような方法で模擬授業を行った。
① 受講学生を6つのグループ（1グループ約10名）に分けて，1講義につき1グループが
観察・実験を行う模擬授業を実施する。
② グループの全員が同じ題材で指導案を作成し，協議の上で1つの指導案を完成させる。
③ 完成した指導案に沿って，グループ全員で授業の準備をする。
④ グループの代表者が模擬授業を実施する（TTも可）。児童役として，他の2グループが
参加し，残りの3グループは模擬授業の中継映像を別教室で観察しながら，事前に配布し
た授業観察のポイントに沿ってレポートをまとめる。レポートは氏名を削除し複写したも
のを授業者のグループにわたし，グループ内で回覧する。
⑤ 授業者のグループは，授業の反省をレポートにまとめ，児童役のグループは授業を受け
る側の視点で授業を分析したレポートを作成する。
⑥ 授業後に，授業者のグループから反省点を発表し，全体で質疑を行い，教員が講評する。
（2）長所・短所
【長所】この方法で行う模擬授業の長所は，実際に観察・実験を行うためにどのような準備が
必要なのかを，授業者のグループが体験できることにあった。また，グループで取り組む
ため，模擬授業本番までに何度も模擬授業を繰り返すなどの主体的な取り組みが見られた。
児童役のグループや別室で観察するグループは，与えられた視点に沿って，的確な授業観
察を行うことができた。
【短所】上記のような成果の反面，グループによっては他者に頼ることで模擬授業づくりにほ
とんど関わらない学生が出てきた。そのようなグループの授業は，指導案が十分に練られ
ておらず，あまりよい授業とならなかった。悪い模擬授業の観察からも何かしら学ぶこと
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はできるが，授業の目的をつかむことができていない模擬授業は時間の無駄である。この
場合でも児童役のグループは45分間授業を受け続けることになり，別室の学生達もその授
業を45分間観察し続けることになる。また，児童役の学生が授業者に求められる「理科の
指導力」とは別の，生活指導的な行動をしたり，授業者を茶化すような行動をしたりする
ことで，授業自体が進まないこともあった。もっとも最大の課題は，実際に模擬授業を行
う体験をする学生の数が6名（T2を除く）しかいないことである。
2 2015年度
（1）模擬授業の実施方法
2015年度からは教育学科の初等教育コースを対象とした講義となった。新たな学科となるこ
とや，前年度の課題をうけて，大きく模擬授業の取り組み方を変えることとした。模擬授業の
方法を検討する際には「受講学生全員が体験できる」「授業の目的を捉える力を身に付けるこ
とができる」「理科で求められる指導のポイントを学ぶことができる」といった条件を満たす
ことを目的とした。このうち，「授業の目的を捉える力を身に付けることができる」ことは，
教員採用試験の模擬授業でも求められることであり，本学で実施している教員採用試験対策講
座の模擬授業においても，学生達の力不足が明らかな課題であった。これらのことを前提とし
て，北海道教育委員会の教員採用試験で実施している模擬授業の形式を参考にした模擬授業を
次のように実施した。この方法は，2016年度も継続することになる。
① 受講学生を12のグループ（1グループ5～6名）に分けて，1講義内にグループ内全員
が模擬授業を実施する。
② 授業の題材は前の週に示し，模擬授業前に2分間，授業の中で重視する点を述べてから
10分間の授業を行う。グループ全員の授業後に，5分間の協議を行う。
③ 模擬授業はグループ内で見せ合うが，児童役は設定しない。また，黒板の替わりにA2
サイズのホワイトボードを使用する。
④ 最後に教員からその日の題材について，授業のポイントを話してまとめる。
⑤ 授業者のグループは，授業の反省をレポートにまとめ，児童役のグループは授業を受け
る側の視点で授業を分析したレポートを作成する。
⑥ 授業後に，授業者のグループから反省点を発表し，全体で質疑を行い，教員が講評する。
この方法では，観察・実験を実際に模擬授業内に取り入れることはできないが，模擬授業で
身に付けさせたい力は，観察・実験のスキルではないので，問題はないと判断した。
（2）長所・短所
【長所】この方法で行う模擬授業の長所は，全員が毎回模擬授業を行うことである。また，事
前に模擬授業の題材が与えられているので，全員が毎回模擬授業のための予習を行うこと
になる。さらに，10分間という授業の一部を切り取った模擬授業を行うため，その授業の
目的をしっかりと把握していなければ，良い授業にならない。模擬授業を行う10分間の部
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分しか準備をしていない学生は，ピントのずれた課題設定をしたり，授業展開が早く進み
2，3分で準備していた部分が終わってしまったりしていた。一方，授業を見る側は，ポ
イントを絞って授業のチェックができる。教室中で模擬授業が同時進行することや，小グ
ループ内での活動となるため，教室は活気にあふれ，学生が主体的に模擬授業に取り組む
様子が見られた。
【短所】2学年前学期に開講される本科目を受講する学生達にとって，模擬授業は1学年後学
期に受講する算数科指導法Ⅰに次いで2回目である。そのため，模擬授業自体になれてい
ない上に，10分間を切り取ることに戸惑いが見られた。また，多くのグループで児童役を
設定しないことの意味を理解できず，勝手に児童役を設定して，2014年度同様の問題が生
じる場面も見られた。回数が進むと，今度は議論が長引き，最後に教員がコメントする場
を設定できないこともあった。
Ⅳ 2016年度の模擬授業
（1）模擬授業の実施方法（2015年度からの改善点）
2016年度は，2015年度に行った模擬授
業の実施方法と基本的に変更することな
く実施した（図1）。しかし2015年度の
反省点をもとに，次の点を改善した。
① 授業方法について誤解がないよう，
前時に時間を確保することにした。
② 児童役を設定することの難しさを，
同じく前時に説明した。
③ 6人グループを5人グループにし，
それぞれの模擬授業後に質疑する時
間を設けた。また，教員からの解説
及び模擬授業の演示の時間を確保し
た。
④ 模擬授業の解説に加え，演示模擬授業を教員もしくは4年生が行う場面を取り入れた。
（2）模擬授業の題材
2016年度に実施した模擬授業では，以下の題材を模擬授業の課題として事前に提示した。
【第10回目（6/22）】
小学校第3学年の「磁石の性質」という9時間扱いの単元の最初の時間に，以下に示す本時
のねらいを児童が実現できるよう，次の教材を用いて指導しなさい。
【第11回目（6/29）】
図1 グループ毎の模擬授業
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小学校第4学年の「金属，水，空気と温度」という単元のうち，ものの温まり方について調
べる8時間扱いの最初の時間に，以下に示す本時のねらいを児童が実現できるよう，次の教材
を用いて指導しなさい。
【第12回目（7/6）】
小学校第5学年の「植物の発芽，成長，結
実」という14時間扱いの単元の最初の時間に，
以下に示す本時のねらいを児童が実現できる
よう，次の教材を用いて指導しなさい。
【第13回目（7/13）】
小学校第5学年の「物の溶け方」という14
時間扱いの単元の最初の時間に，以下に示す
本時のねらいを児童が実現できるよう，次の
教材を用いて指導しなさい。
【第14回目（7/20）】
小学校第6学年の「電気の利用」という11
時間扱いの単元の最初の時間に，以下に示す
本時のねらいを児童が実現できるよう，次の
教材を用いて指導しなさい。
（3）模擬授業の自己評価
模擬授業の際には，グループ毎での活動と
なるため，授業づくり及び授業観察の視点を
定め，この項目について，授業者は自己評価
を5段階で行った（図2）。どの項目におい
ても，模擬授業の回数を重ねるにつれ，1や2
の数が減り4の数が増えており，授業の自己
評価が高くなっている。おおむねどの項目で
も3の数は変化がみられない。特に4の増加
が顕著なのは，「身近な題材から児童に問題
意識をもたせる内容だったか？」「児童の素
朴概念の発言を引き出していたか？」「児童
の言葉を上手に整理し，正しい用語を使って
いたか？」「本時のめあては明確に提示され
ていたか？」「本時のめあては，本時のねら
いにつながるものだったか？」である。
「児童が主体的に学習する展開or展開に 図2 模擬授業の自己評価の変化
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つながる内容か？」は5や4の変化は
少ないが，3の数が増えて1や2は減少
している。
「話し方や，表情，間のとり方は適切
だったか？」においては，5や4は増
加している一方で，1の数も3回目以
降上昇に転じている。
（4）事後アンケート
講義の最終回には，授業の満足度と
ともに，模擬授業を繰り返すことで，
学生の意識がどのように変化したのか
を調べる目的で，事後アンケートを
行った。図3にアンケートの結果をま
とめる。
授業の満足度に関して，「模擬授業
の内容は役に立ちましたか？」につい
てはほとんどの学生が「大変役に立っ
た」もしくは「役に立った」と答えて
いる。また，「この講義で何を学ぶこ
とができたか？」については「指導案
の作り方」「授業のコツや技術」が80％
を越える回答であった。
一方，模擬授業による学生の変化を
調べる3つの項目については，次のよ
うになった。「模擬授業を行って，意
識するようになったと思うこと」は，
「授業の見通し」「児童の素朴概念」
「主体的な学びの展開」が，それぞれ50％を越えた。
「模擬授業に臨む姿勢」については，約50％の学生が模擬授業を繰り返すにつれ，よい授業
を目指そうとするようになったと回答している。また，約30％の学生は常によい授業づくりを
意識していることもわかる。
「自分以外の学生の模擬授業の質は変化したか」については，50％以上の学生が質の向上を
実感している一方で，約40％の学生が相手によるのでわからないと回答している。
図3 事後アンケートの結果（N＝63）
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Ⅴ 考察
2016年度に実施した模擬授業は，学生達に対してどのような変化をもたらしたのか，以下に
自己評価結果と事後アンケートの結果をもとに考察する。
まず，10分間という短時間の模擬授業であったが，事後アンケートの結果より，学生が学び
になったと感じていることがわかった。特に，指導案の作り方について学べたと回答している
数が多く，毎回の模擬授業は短いが，指導案づくりで大切な授業の見通しを立てることができ
ていないと良い授業がつくれないことを実感したのではないか。実際，10分の模擬授業のため
に指導案を準備する学生が増え，事前の質問も増加していた。これは「後半は良い授業を目指
して準備していた」学生が多いことからもわかる。
次に学びの内容について，本講義で大切にしていた「授業の目的」「児童の素朴概念」「主体
的な学び」に注目して考察する。まず「授業の目的」については，授業の見通しも関係してい
るが，「目的」「見通し」ともに事後アンケートでの意識するようになったという回答数が多く，
自己評価での変化の傾向がそれを裏付けている。「素朴概念」についても同様に2つの結果か
ら，学生達が意識するように変化してきたことがわかる。最後に「主体的な学び」についてで
あるが，事後アンケートから半数以上の学生が意識するようになったと回答しているが，前述
の2項目と比較すると回答数が少ない。模擬授業の自己評価でも，3の増加はみられたものの
4，5の増加は少ない。主体的な学びを構築するために児童の素朴概念を大切にしたいのだが，
素朴概念を意識しているほど，主体的な学びが意識できていないことがわかった。これは，引
き出した素朴概念をどのように生かして主体的な学びにつなげるのか苦労していることが予想
できた。
Ⅵ まとめ
理科の指導法において，全員が10分×5回の模擬授業を繰り返し行う取り組みをした。その
結果，学生達は授業づくりで大切な「授業の目的」「見通しをもった計画」を意識するように
なった。また，模擬授業を繰り返すにつれ，より良い授業づくりをしようと，授業に臨む姿勢
も変化してきた。さらに「理科」で大切にしている「児童の素朴概念」をしっかりと意識する
ようになった。これらのことから，繰り返し全員が取り組む模擬授業は一定の学習効果がある
ことが示唆される。
Ⅶ 今後の課題
さて，本講義で行う模擬授業には，大きな課題が残されている。それは，個々の模擬授業に
対する教員からの評価が不足している点である。同時進行であるために，限界はあるが，グ
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ループ数を増やして所要時間を少なくすることで，評価の時間を確保するか，講義を2展開に
して開講するなどの工夫も検討する必要がある。また，学生がつまずいていると思われる「主
体的な学び」につなげるための効果的な展開方法についてのアドバイスも，事前講義の中で充
実させる必要があるだろう。そして，学生によっては全く準備もせずに，質の低い模擬授業を
行う者も一定数おり，それ以外の学生のやる気を喪失させてしまうことも事実である。このよ
うな学生をいかに減らすかについても検討を進める必要がある。
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